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本資料は，大学入試において CBT(Computer Based Testing)によ

る試験を実施するために必要な事項をまとめたものです． 

 

「第 I 部 事前準備マニュアル」は，試験運営者が試験実施に先

立って行う実施計画の作成と，事前確認の実施について記載してい

ます． 

「第 II 部 試験実施マニュアル」は，試験運営者が試験実施の前

日に行う実施準備と，当日の実施手順について記載しています． 

 「第 III 部 試験監督マニュアル」は，試験監督者が試験実施の

際に行う試験監督の手順について記載しています． 

 

 アンダーラインを付与している部分は，大学または特定の試験に

固有の情報，または一例の情報です．実施する試験ごとに検討し

て，適宜修正して利用してください． 
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試験監督者に配布して，当日の試験実施要領として使用する際に

は，本マニュアルの表紙からこのページまでを削除してください．

また，次のページを試験内容にあわせて書き換えた上で，「目次の

更新」を実行してください． 
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20XX 年度 (○○選抜) 

○○大学入学試験 

CBT 実施要領 

 
実施日 令和○年○月○日(○) 

 

集合時刻 試験監督者 8 時 30 分 

  予備監督者 8 時 30 分 

  機器補助者 8 時 00 分 

集合場所 ○○号館○階ロビー 

 

この実施要項は，実施終了後に配布物回収用の封筒に入れてくださ

い． 

 

  

取扱注意・実施後回収 
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1. 実施要領 

特に記載がない場合は，試験監督者，予備監督者，機器補助者に共通の事項です． 
 以下，全て敬称は省略させていただきます． 

1.1. 会場および担当者 

CBT による試験は，○○号館○階 ○○○○○○○○○○演習室／○○演習室で実施しま
す．試験監督者，予備監督者，機器補助者は，集合時刻に○○号館○階 ロビーに集合して
ください． 

試験当日の体調不良については，○○課○○○○係 xxxxxxxx@xxxxx.ac.jp 
00-0000-0000 に連絡してください． 
 

 
実施日  令和○年○月○日(○) 
集合時刻 試験監督者 8 時 30 分 
  予備監督者 8 時 30 分 
  機器補助者 8 時 00 分 
集合場所 ○○号館○階ロビー 
 
実施時間 受験者集合  8 時 30 分 
  受験者入室開始  8 時 40 分 
  指示開始  8 時 45 分 
  数学   9 時 00 分～10 時 30 分 
  指示開始 10 時 40 分 
  情報  10 時 45 分～12 時 15 分 
  指示開始 12 時 25 分 
  非認知能力 12 時 30 分～12 時 45 分 
 
受験者数 XX 名 
 
実施責任者  ○○ ○○ 
試験監督者(○名)  ○○ ○○ ○○ ○○ 
予備監督者(○名)  ○○ ○○ ○○ ○○ 
機器補助者(○名)  ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ 
カメラ監督者(○名) ○○ ○○ 
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1.2. 持ち物および注意事項 

実施日当日には，筆記用具(黒のボールペン)を持参してください． 
マスクの着用と手指の消毒については，必要に応じてご判断ください． 
集合場所に到着しましたら，実施責任者に到着の旨を伝えてください． 
実施に関してお気づきの点があれば，実施責任者にお知らせください． 

 

1.3. 試験の実施方法 

 試験は全て，演習室に設置しているコンピュータを使用して出題と解答を行います． 
 コンピュータを起動して，OS の選択画面で↓キーで Linux を選択してください． 

注意事項が書かれた計算用冊子の配布と回収を行います． 
計算用冊子およびその他の使用する資料は全て，演習室で引き渡します．受験者から回収

した用紙は封筒に入れて教卓で保管して，試験が全て終了した後に封筒ごと連絡員に引き
渡してください． 

試験開始後に，受験者の出欠調査を実施します．開始 15 分後までに，座席表から出欠調
査票に転記して，連絡員に渡してください． 

受験者が持ち込める資料，および持ち帰る配布物はありません．試験開始前や試験終了後
に鞄にしまったりしている受験生がいないか，十分に注意してください． 
 遅刻した学生については，確認のうえ受験が許可された学生を入室させます．すみやかに
実施を開始するよう指示してください．試験時間の延長は行いません． 

机に鉛筆・シャープペンシル・ボールペン，ポケットティッシュ，目薬以外のものを置く
ことはできません． 

時計，スマートフォン，スマートウォッチは，計算機能のあるなしに関わらず身につける
こと，置くことは不可です．試験中はコンピュータの時計を確認することができます． 

試験室の温度調節について，学生が体調を崩さないよう，換気を行いつつ空調を使用して
ください． 
 

1.4. 試験監督者の業務と注意点 

 教卓の書画カメラで試験実施手順の投影を行います． 
 試験開始前に，座席の移動が生じることがあります．その場合，移動先の座席を指示して，
座席表に記入してください． 
 使用した資料は，試験実施後に全て回収用の封筒に入れて，実施責任者に引き渡してくだ
さい． 
 計算用冊子およびアカウント用紙の配布中や回収中に不審な行動をとっている受験生が
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いないか，演習室全体を注意して見るようにしてください． 
携帯電話やスマートフォン，タブレットなどは電源を切ってください．サーバの動作確認

などを行う場合を除いて，ノートパソコンを開けて作業するなどしないでください． 
 お手洗いなどの一時退室は，試験監督者同士で声をかけて試験中に交代で行ってくださ
い．休憩時間中は，演習室に在室して不審な行動をとっている受験生がいないか注意して見
るようにしてください． 
 

1.5. 予備監督者の業務と注意点 

 進行は試験監督者が実施します．必要に応じて配布物の配布と回収，試験中の巡回，お手
洗いで一時離席する受験者の対応などを分担していただけると幸いです． 

試験中は教室後方の空席に着席するなどしてください．不審な行動をとっている可能性
がある受験者がいる場合を除いて，受験者の近くの特定の位置に留まったり，凝視したりす
ることは避けてください． 

携帯電話やスマートフォン，タブレットなどは電源を切ってください．ノートパソコンを
開けて作業するなどしないでください． 

受験者に関してお気づきの点などがあれば，試験監督者にお知らせください． 
 

1.6. 機器補助者の業務と注意点 

 受験者の入室までに，演習室の全てのコンピュータの電源を投入して，Linux のログイン
画面に進めます．CBT アカウントとパスワードはプロジェクタで教室前方に投影して，受
験者にログインさせます．時間に限りがありますので，うまくいかないという受験者がいれ
ば手分けして対応してください． 
 進行は試験監督者が実施します．受験者の誘導，配布物の配布と回収，試験中の巡回，お
手洗いで一時離席する受験者の対応などを分担して行ってください． 

受験者の申し出や質問は，コンピュータの操作に関すること，またはこの実施要領に書か
れていることのみ対応してください．実施要領に書かれていないこと，判断を要することに
は絶対に回答せず，試験監督者を呼んでください．また，問題内容に関する質問には，絶対に
回答しないでください． 

試験中に対応事項がなければ，教室をゆっくり歩いて巡回してください．不審な行動をと
っている可能性がある受験者がいる場合を除いて，受験者の近くの特定の位置に留まった
り，凝視したりすることは避けてください． 

携帯電話やスマートフォン，タブレットなどは電源を切ってください．サーバの動作確認
などを行う場合を除いて，ノートパソコンを開けて作業するなどしないでください． 

受験者に関して気づいた点などがあれば，試験監督者に知らせてください． 
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1.7. カメラ監督者の業務と注意点 

 進行は試験監督者が実施します．配布物の配布と回収，試験中の巡回，お手洗いで一時離
席する受験者の対応の必要はありません． 

試験中は教室後方の空席に着席するなどしてください．不審な行動をとっている可能性
がある受験者がいた場合は，試験監督者の近くに赴いて呼びかけて，カメラの映像を一緒に
確認してください． 

カメラ監督に使用する機材以外の，携帯電話やスマートフォン，タブレットなどは電源を
切ってください．カメラ監督に使用する機材以外の，ノートパソコンを開けて作業するなど
しないでください． 
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1.8. タイムテーブル 

 以下，受験者に口頭で指示する内容を網掛け付きで表示しています．記載された字句の通
り読み上げてください． 

時刻 試験監督者 機器補助者 
8:00 
(機器 
補助者 
集合) 

 演習室に入室して，教卓の音響映像
機器の電源を投入してください．プロ
ジェクタとディスプレイの電源を入れ
て，投影する映像の選択を書画カメラ
として，試験実施手順の 1 ページ目に
ある CBT アカウントのパスワードを
投影してください． 

全ての席のコンピュータの電源を入
れてください．Linux を選択してログ
イン画面まで進めてください． 

演習室のマイクが使用できることを
確認してください．投影する映像の選
択を教卓コンピュータとして，正しく
投影されているか確認してください． 

8:30 
(試験 
監督者 
集合) 

 演習室に入室して，教卓に当日使用
する監督用資料および配布物が置いて
ありますので確認してください．監督
用資料を 1 名につき 1 部，受け取って
ください．CBT アカウント用紙と計算
用冊子は指示開始まで受験者から見え
ないようにしてください． 
監督用資料(A4) 
・CBT 実施要領 
・試験実施手順 
・試験監督者用座席表(数学) 
・出欠調査票(数学) 
・試験監督者用座席表(情報) 
・出欠調査票(情報) 
・個人アカウント冊子 
配布物(人数分) 
・個人アカウント用紙 

 起動しないコンピュータ，プライバ
シフィルターの脱落などがないか確認
してください． 
 監督用資料を 1 名につき 1 部，受け
取ってください． 
 演習室の監督カメラの電源を入れて
録画ボタンを押して，録画を開始して
ください． 



- 11 - 

・計算用冊子(数学) 
・計算用冊子(情報) 

8:40 
(受験 
者入室 
開始) 

コンピュータが故障中など席に不具
合があるという申し出があった学生に
は， 
1.座席表は受験番号順に作成していま

す．その末尾の空いている使用可能
なコンピュータのある席に，順に着
席位置を指定してください 

2.受験番号を学生から聞き取り，試験
監督者用座席表の該当コンピュータ
の欄に記入してください 

3.移動先のコンピュータの番号を受験
者に伝えてください 
 

座席は指定です．事前に確認したコ
ンピュータの番号に対応する席に着席
させてください．わからない場合は座
席表を確認させてください．コンピュ
ータは操作しないよう指示してくださ
い． 

座席表に受験番号が無い場合，コン
ピュータが故障中など席に不具合があ
る場合は，教卓に行き試験監督者に申
し出るよう指示してください． 

受験者が教室入り口に滞留するの
で，座席表は同じものを複数掲示して
あるので，それを見るよう呼びかけて，
必要に応じて誘導してください． 

スーツケースなど大きな荷物を持っ
ている受験者がいれば，演習室の後方
などの試験実施の妨げにならない場所
に置かせてください． 
 

8:45 
(数学 
指示 
開始) 
入室 
限度 
時刻 
 
 
 
 
 
 
 
 

下記の指示を読み上げてください． 
これから CBT 試験を実施します．座

席表の通りに，自分の受験番号に対応
する座席に座っていることを確認して
ください． 

座席のコンピュータは，指示がある
まで操作しないでください．試験の解
答以外の操作をすることはできませ
ん．ブラウザを全て閉じると，自動的
にシャットダウンしますので，操作を
間違えないよう注意してください． 

椅子の高さは，レバーを引いて変え
ることができますので，自分で調節し
てください．ディスプレイの高さは，
調節することはできません． 

遅れて入室した受験者には座席表を
見せて，すみやかに自分の席に座らせ
てください． 

以下，随時巡回して，不具合のある
端末や，受験者が持ち込み禁止のもの
を置いていないか，確認してください． 

椅子の高さ調整ができない受験者が
いれば，対応してください．レバーを
上に引いた状態で座ると下がり，腰を
浮かせると上がります． 

受験者の申し出や質問は，コンピュー
タの操作に関すること，またはこの実施
要領に書かれていることのみ対応して
ください．実施要領に書かれていないこ
と，判断を要することには絶対に回答せ
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試験室内の録画・録音・撮影は禁止
です． 

試験終了まで，退室することはでき
ません．試験時間中に気分が悪くなっ
た場合などは，静かに手を挙げてくだ
さい． 

試験中は，コンピュータの手元と試
験室の後方にビデオカメラを設置して
撮影・記録します．コンピュータ手元
のビデオカメラにさわったり，さえぎ
ったりしないようにしてください．ビ
デオカメラを故意に移動させたり，計
算用冊子で覆うなどした場合は不正行
為とみなされる場合があります． 

映像は，試験実施後に不正行為など
の疑義がないか，確認できた後に消去
します． 
 

受験票を出して，表面を上にして，
机の通路から見える位置に置いてくだ
さい．携帯電話・スマートフォン・スマ
ートウォッチの電源を切ってくださ
い．時計はコンピュータのものを使用
します．置き時計を使用することはで
きません．腕時計は外して鞄にしまっ
てください． 

机には，受験票，鉛筆・シャープペン
シル・ボールペン，消しゴム，ポケット
ティッシュ，目薬以外のものを置くこ
とはできません． 

これら以外の荷物は全て鞄にしま
い，机の下の足元に置いてください． 

 
荷物の片付け完了を待たずに，下記

の配布開始に進んでください． 
これから，「個人アカウント」につい

ず，試験監督者を呼んでください． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手分けして，個人アカウント用紙と
計算冊子(数学)を配布してください． 
 個人アカウント用紙は，1 枚ずつ記
載しているログイン ID とパスワード
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て書かれた A4 の用紙を 1 枚と，計算・
下書きのために A4 の冊子を 1 冊，そ
れぞれ配布します．事前に送付した
CBT 体験用のアカウントとは異なり
ます． 

配られたら，まず表面に，受験番号
と氏名を記入してください．「注意事
項」「受験手順」が書かれていますので，
読んでください． 
 
 
 

配布が完了したら次の指示を読み上
げてください． 

個人アカウント用紙 1 枚に書かれて
いる受験番号と，自分の受験番号が一
致しているか確認してください．また，
計算用冊子 1 冊が手元にあるか確認し
てください．不都合のある場合は，挙
手してください．計算用冊子の追加配
布は行いません． 

これから，計算用冊子の「実施手順」
の 1 から 3 までの手順を行います． 

前方に表示されている共通アカウン
トのログイン ID「xxxxx」とパスワード
でコンピュータにログインしてくださ
い．ブラウザの一番上のタイトルバー
をダブルクリックして，ブラウザを最
大化して表示してください． 

座席のコンピュータの画面に表示さ
れている「同意事項」を読んでくださ
い．マウスを使用して，「同意」をクリ
ックしてください． 

うまくいかない人は，挙手してくだ
さい． 
 全員が共通アカウントを使用してロ

が異なります．受験番号に対応する受
験者に 1 人 1 枚，配布してください．
空席の場合も机に置いてください． 

机の上に規定外のものが無いか，鞄
は足元に置いてあるか，確認してくだ
さい．そのようにしていない受験者が
いれば，計算用冊子の記載内容に従う
ように伝えてください． 
 
 
 
 挙手した受験者がいれば，個人アカ
ウント用紙の差し替え，計算用冊子の
配布などの対応をしてください． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 挙手した受験者がいれば，半角/全角
キー，CapsLock キーなどが押されてい
ないか確認してください．口頭でキー
ボード上の配置の指示などをしてくだ
さい．代わりにタイピングすることは
行わないでください． 
 教室を巡回して，ログインできてい
ることを確認したら試験監督者にその
旨を伝えてください． 
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(8:50) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(8:55) 

グインできていることを確認してか
ら，次の指示を行ってください． 
 
 次に，計算用冊子の「実施手順」の 4
と 5 の手順を行います． 

配布した個人アカウントのログイン
ID とパスワードをキーボードを使用
して入力し，CBT システムにログイン
してください．ログインできたら，「受
験上の注意」の欄にある「開始」をクリ
ックしてください．表示された内容を
確認してください． 

ログインできない場合は，挙手して
ください． 
 
 全員が個人アカウントを使用してロ
グインできていることを確認してか
ら，次の指示を行ってください． 
 それでは，「操作説明終了」をクリッ
クしてください． 
 

コンピュータの応答が無いなど，不
具合があった場合にはただちに手を挙
げてください．試験終了後の不具合の
申し出には一切対応することができま
せん． 

試験開始後は，試験問題に関する質
問，および操作方法に関する質問は受
け付けません． 

複数のタブで表示せず，一問ずつ解
答してください．個別の小問の解答順
は，自分で選択することができます． 

コンピュータを一定時間操作しなか
った場合に，画面がロックされること
があります．その場合は，計算用冊子
に記載している共通アカウントのパス

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 教室を巡回して，ログインできてい
ることを確認したら試験監督者にその
旨を伝えてください． 
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ワードで解除してください． 
開始時刻まで待ってから，次の指示

を行ってください． 
9:00 
(数学 
開始) 

それでは，ブラウザの「ページ再読
み込み」のボタンを押した後に，「数学」
の欄にある「開始」をクリックして，受
験を開始してください．試験時間は開
始から 90 分です．終了時刻の目安は 10
時 30 分です． 

 

 受験が開始できているか，巡回して
確認してください． 

(数学 
試験 
中) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試験中に「コンピュータが停止した」
「Web ページの反応が無い」等の申し
出があった場合は，その時間と，何問
目まで進めていたかを確認して記録し
てください． 
 ブラウザのタブ・ウィンドウの追加
表示で復旧できるようであれば，その
まま続けさせてください．(全て閉じる
と自動的にシャットダウンするので，ブ
ラウザの再起動はしないでください) 

コンピュータがフリーズした場合
は，空席に移動して再開させてくださ
い．時刻・中断時間と受験番号，移動先
の席を事故処理票に記録してください．
時間の延長はしません． 

10 分未満の中断があった場合は，受
験を続けさせてください．中断説明用
紙を提示して，内容を理解したら氏名
を書かせて回収してください．(中断時
間は記録しており，中断時間の影響を
点数に換算し，合否判定に使用します) 

10 分以上の中断があった場合は，中
断説明用紙を提示して，再試験と点数
換算のどちらかを選んで，氏名を書か
せて回収してください．再試験を選ん
だ場合は，全ての荷物を持って静かに

問題内容に関する質問には，絶対に回
答しないでください． 
 

お手洗いに行きたいという受験者が
いたら，演習室の外まで連れて行って
ください．外に出たら「スマートフォ
ンなどを持っていませんね?」と尋ねて
から，学生が演習室から出て角を曲が
り，お手洗いの方に向かうのを確認し
てください．(ついていく必要はありま
せん) 

戻ってきたら，静かに自分の席に座
るよう指示してください． 
 
【遅刻して入室してきた受験者がいた
場合】 

静かに受験番号を聞き取り，座席表
を見て誘導・着席させてください．そ
の後，遅刻者の机に計算用冊子を置い
て，指示に従って受験を開始するよう
に伝えてください．受験を開始するま
で，不審な点が無いか見てください． 
 
【体調不良の申し出があった場合】 
 ○○○○○○○○に移動して休養す
ることができますので，本人の意思を



- 16 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9:15 
出欠 
調査 
 

退室させてください．点数換算を選ん
だ場合は，解答を継続させてください． 
 

座席表を見て，欠席している受験者
の受験番号に×をつけてください． 
 適宜巡回して，不審な行動をとって
いる受験者がいないか確認してくださ
い． 
 

この時刻までに，座席表から出欠調
査票に転記を行ってください． 

確認して連絡員に引き渡してくださ
い． 

試験中に帰宅することはできませ
ん．試験科目が終わるまで，○○○○
○○○○で休養する必要があります． 
 

10:20 
(開始 
80 分 
後) 

試験時間は，およそ後 10 分です．も
う一度，計算用冊子に氏名と受験番号
を記入しているか確認してください． 

解答が全て終了した人は，操作を行
わずに，静かに待機してください．試
験と関係のない操作をすることは禁止
です． 

 

10:30 
(数学 
終了) 
 
 
 

解答は終了しましたでしょうか．ま
だの場合は継続してください． 

終了した人は，キーボードとマウス
から手を離し，筆記用具は置いてくだ
さい．これから新たに解答することは
できません．「終了」をクリックした後
は，次の指示があるまで操作しないで
ください． 
 
 これから計算用冊子，個人アカウン
トの用紙を回収します．枚数の確認が
終わるまで待っていてください．他の
受験者と会話したり，鞄をさわったり，
席を立ったりしないでください． 

回収中に不審な点がないか見てくだ

挙手や質問があれば，終了操作など
を確認してください． 

手分けして，座席を巡回して計算用
冊子，個人アカウント用紙を回収して
ください．それぞれ枚数を数えて，受
験者数と一致するか確認してくださ
い． 

確認後に，回収用の封筒に入れてく
ださい． 
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さい． 
 
 次の科目は，10 時 40 分から指示を
行います．それまで，座席に座って静
かに待機してください．この時間中に，
お手洗い，ロビーで水分の補給などを
行うことができます．ただし，水筒ま
たはペットボトルなど水分の補給に必
要なもの以外を，鞄から取り出すこと
はできません． 

この時間中に，試験室内での飲食，
他の受験者との会話，試験室から物の
持ち出しや持ち込み，ごみの廃棄，携
帯電話やスマートフォン，タブレット
やノートパソコンを含む電子機器の取
り出しと利用はできません． 

また，コンピュータ手元のビデオカ
メラにさわったり，視界を遮らないよ
うにしてください． 

消しゴムのカスがあれば，机の端に
集めるなどしてください． 

 
 
 次の科目までの時間中に，禁止事項
を行っている受験者がいないか，不審
な点がないか，演習室全体を分担して
見ていてください． 
 
 
 
 

10:40 
(情報 
指示 
開始) 
入室 
限度 
時刻 
 

下記の指示を読み上げてください． 
座席のコンピュータは，指示がある

まで操作しないでください． 
机に受験票，鉛筆・シャープペンシ

ル・ボールペン，消しゴム，ポケットテ
ィッシュ，目薬以外のものを置くこと
はできません． 

これら以外の荷物は全て鞄にしま
い，足元に置いてください． 
 

これから，計算・下書きのために A4
の冊子を 1 冊，配布します．配られた
ら，まず表面に，受験番号と氏名を記
入してください．「注意事項」「受験手
順」が書かれていますので，読んでく

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

手分けして，計算用冊子(情報)を 1人
1 枚，配布してください． 

机の上に規定外のものが無いか，鞄
は足元に置いてあるか，確認してくだ
さい．そのようにしていない受験者が
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ださい． 
 

A4 の冊子 1 冊が手元にあるか確認
してください．不都合のある場合は，
挙手してください．計算用冊子の追加
配布は行いません． 
 

コンピュータの応答が無いなど，不
具合があった場合にはただちに手を挙
げてください．試験終了後の不具合の
申し出には一切対応することができま
せん． 

試験開始後は，試験問題に関する質
問，および操作方法に関する質問は受
け付けません． 

コンピュータを一定時間操作しなか
った場合に，画面がロックされること
があります．その場合は，計算用冊子
に記載している共通アカウントのパス
ワードで解除してください． 
 

いれば，計算用冊子の記載内容に従う
ように伝えてください． 
 

10:45 
(情報 
開始) 

それでは，「ページ再読み込み」のボ
タンを押した後に，「情報」の欄にある
「開始」をクリックして，受験を開始
してください．試験時間は開始から 90
分です．終了時刻の目安は 12 時 15 分
です． 

 

 受験が開始できているか，巡回して
確認してください． 

(情報 
試験 
中) 
 
 
 
 
 

試験中に「コンピュータが停止した」
「Web ページの反応が無い」等の申し
出があった場合は，その時間と，何問
目まで進めていたかを確認して記録し
てください． 
 ブラウザのタブ・ウィンドウの追加
表示で復旧できるようであれば，その
まま続けさせてください．(全て閉じる

問題内容に関する質問には，絶対に回
答しないでください． 
 

お手洗いに行きたいという受験者が
いたら，まず画面をロックさせてくだ
さい．演習室の外まで連れて行ってく
ださい．外に出たら「スマートフォン
などを持っていませんね?」と尋ねてか
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11:00 
出欠 
調査 
 

と自動的にシャットダウンするので，ブ
ラウザの再起動はしないでください) 

コンピュータがフリーズした場合
は，空席に移動して再開させてくださ
い．時刻・中断時間と受験番号，移動先
の席を事故処理票に記録してください．
個人アカウント冊子の該当する受験番
号のページを提示して，ログイン ID と
パスワードを入力させてください．時
間の延長はしません． 

数分以上の中断があった場合も，受
験を続けさせてください．学生から質
問があれば，中断時間は記録しており，
採点時の考慮を別途検討すると伝えて
ください． 

座席表を見て，欠席している受験者
の受験番号に×をつけてください． 
 適宜巡回して，不審な行動をとって
いる受験者がいないか確認してくださ
い． 
 
この時刻までに，座席表から出欠調査
票に転記を行ってください． 
 

ら，学生が演習室から出て角を曲がり，
お手洗いの方に向かうのを確認してく
ださい．(ついていく必要はありませ
ん) 

戻ってきたら，静かに自分の席に座
るよう指示してください． 
 

12:05 
(開始 
80 分 
後) 

試験時間は，およそあと 10 分です．
もう一度，計算用冊子に氏名と受験番
号を記入しているか確認してくださ
い． 

解答が全て終了した人は，操作を行
わずに，静かに待機してください．試
験と関係のない操作をすることは禁止
です． 

 

12:15 
(情報 

解答は終了しましたでしょうか．ま
だの場合は継続してください． 

手分けして，座席を巡回して計算用
冊子を回収してください．枚数を数え
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終了) 
 
 
 

終了した人は，キーボードとマウス
から手を離して，筆記用具は置いてく
ださい．これから新たに解答すること
はできません．「終了」をクリックした
後は，次の指示があるまで操作しない
でください． 
 
 これから計算用冊子を回収します．
計算用冊子の枚数の確認が終わるまで
待っていてください．他の受験者と会
話したり，席を立ったりしないでくだ
さい． 

回収中に不審な点がないか見てくだ
さい． 
 
 次の科目は，12 時 25 分から指示を
行います．それまで，座席に座って静
かに待機してください．次の科目は，
鉛筆・シャープペンシル・ボールペン
を使用しませんので，鞄にしまってく
ださい． 

この時間中に，お手洗い，ロビーで
水分の補給などを行うことができま
す．ただし，水筒またはペットボトル
など水分の補給に必要なもの以外を，
鞄から取り出すことはできません．  

この時間中に，試験室での飲食，他
の受験者との会話，試験室から物の持
ち出しや持ち込み，ごみの廃棄，携帯
電話やスマートフォン，タブレットや
ノートパソコンを含む電子機器の取り
出しと利用はできません． 

また，コンピュータ手元のビデオカ
メラにさわったり，視界を遮らないよ
うにしてください． 

消しゴムのカスがあれば，机の端に

て，受験者数と一致するか確認してく
ださい． 

確認後に，回収用の封筒に入れてく
ださい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次の科目までの時間中に，禁止事項
を行っている受験者がいないか，不審
な点がないか，演習室全体を分担して
見ていてください． 
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集めるなどしてください． 
 

12:25 
(非認 
知能力 
指示 
開始) 

下記の指示を読み上げてください． 
座席のコンピュータは，指示がある

まで操作しないでください． 
机にポケットティッシュ，目薬以外

のものを置くことはできません．筆記
用具は使用しません． 

これら以外の荷物は全て鞄にしま
い，足元に置いてください． 
 

コンピュータや Web ページの応答
が無いなど，不具合があった場合には
ただちに手を挙げてください．試験終
了後の不具合の申し出には一切対応す
ることができません． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

机の上に規定外のものが無いか，鞄
は足元に置いてあるか，確認してくだ
さい．そのようにしていない受験者が
いれば，対応するよう伝えてください． 
 

12:30 
(非認 
知能力 
開始) 

それでは，「ページ再読み込み」のボ
タンを押した後に，「非認知能力調査」
の欄にある「開始」をクリックして，開
始してください．実施時間は開始から
15 分です． 

 開始できているか，巡回して確認し
てください． 

12:40 
(開始 
10 分 
後) 

実施時間は，およそあと 5 分です． 
回答が全て終了した人は，静かに待

機してください．関係のない操作をす
ることは禁止です． 

 

12:45 
(非認 
知能力 
終了) 
 
 
 

回答は終了しましたでしょうか．ま
だの場合は継続してください．終了し
た人は，「終了」のリンクをクリックし
て，ブラウザを閉じてください．コン
ピュータは自動的にシャットダウンし
ます． 
 退室の指示があるまで，受験票など
の全ての持ち物を鞄にしまって，準備
をしていてください． 
 全員が実施を終了してていることを
確認してから，次の指示を行ってくだ

 
 
 
 
 
 
 座席に忘れ物がないか，巡回して確
認してください． 
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さい． 
 それでは，これで試験を終了します． 

 

2. 手順書および資料 

2.1. コンピュータの起動とログインの方法 

 以下の手順で，コンピュータを起動して CBT アカウントでログインしてください 
 
1. ディスプレイの裏にあるコンピュータ本体の電源を入れる 

(電源ボタンが白く点灯する) 
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2. 起動イメージ選択で↓キーを押して下側(Linux)を選ぶ 
(何も表示されない場合は，ディスプレイの裏側にあるディスプレイ自体の電源ボタン
を押して待つ) 

 
 
3. 下記の CBT アカウントのユーザ名とパスワードでログインする．(一文字ずつ確認の

ため，大文字小文字・記号・数値を言葉で説明しています) 

 

ユーザ名 xxxxx 

(○文字○○・○文字○○○・○文字○○○・○文字○○・○文字○○) 

パスワード xxxxxxxxxxxx 

  (○・○○・○・○○○・○○・○文字○・○文字○○・ 
  ○文字○○○・○○・○文字○○○・○文字○○・○文字○○○)  
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4. ブラウザを最大化して表示する 
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2.2. 試験実施手順 

 試験当日にプロジェクタで投影して受験者に指示する試験実施手順を，以下に示します．
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2.3. 座席表 

 演習室への掲示と，試験監督者の出欠確認に使用する座席表を，以下に示します．
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2.4. 計算用冊子 

 受験者に配布する計算用冊子を，以下に示します． 

  

 

○○ 
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○○ 
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2.5. CBT アカウント用紙 

 受験者に配布する CBT アカウント用紙の一例を，以下に示します． 

 
 

○○ 



- 32 - 

2.6. CBT アカウント一覧 

 受験者が使用する CBT アカウントの一覧を，以下に示します． 
 
 試験運営者は事前に「CBT アカウント」「パスワード」のリストを A4 で 1～2 ページに
おさめた資料を表形式で作成してください．試験運営者に引き渡す資料に含めて，トラブ
ル対応時に確認できるようにしてください． 
 

2.7. 監督カメラの操作手順 

 不正防止のために演習室に設置する監督カメラの操作方法を，以下に示します． 
 
 監督カメラを用いたモニタリングの方法，不正行為の確認方法などを記載してくださ
い． 
 

2.8. 本人の責めに帰さない理由による試験繰り下げのタイムテーブル 

 本人の責めに帰さない理由による試験繰り下げを行う場合のタイムテーブルを，以下に
示します．順次繰り下げて開始するのではなく，遅れて到着した受験者を待機させておいて，
一斉に実施します． 
 

 
実施日  令和○年○月○日(○) 
 
集合場所 ○○号館○階○○室 
  受験者の到着後，随時会議室に移動して待機させます 
 
実施時間 受験者集合 10 時 30 分 
  受験者入室開始 10 時 40 分 
  指示開始 10 時 45 分 
  数学  11 時 00 分～12 時 30 分 
  指示開始 12 時 40 分 
  情報  12 時 45 分～14 時 15 分 
  指示開始 14 時 25 分 
  非認知能力 14 時 30 分～14 時 45 分 
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2.9. 予備の試験日について 

 大学のネットワークや機器のトラブルなどで，当日中に実施が不可能である場合は，下
記の日付を予備日とします．実施責任者・監督者・補助者は同一です． 
 

予備日  令和○年○月○日(○) 

2.10. 遅刻者がいた場合の繰り下げタイムテーブル 

 以下，受験者に口頭で指示する内容を網掛け付きで表示しています．記載された字句の通
り読み上げてください．正規のタイムテーブルの時刻を書き換えることはせずに，必ずこの
繰り下げタイムテーブルを確認しながら進めてください． 
 

時刻 試験監督者 機器補助者 
10:00 
(機器 
補助者 
集合) 

 演習室に入室して，教卓の音響映像
機器の電源を投入してください．プロ
ジェクタとディスプレイの電源を入れ
て，投影する映像の選択を書画カメラ
として，試験実施手順の 1 ページ目に
ある CBT アカウントのパスワードを
投影してください． 

全ての席のコンピュータの電源を入
れてください．Linux を選択してログ
イン画面まで進めてください． 

演習室のマイクが使用できることを
確認してください．投影する映像の選
択を教卓コンピュータとして，正しく
投影されているか確認してください． 

10:30 
(試験 
監督者 
集合) 

 演習室に入室して，教卓に当日使用
する監督用資料および配布物が置いて
ありますので確認してください．監督
用資料を 1 名につき 1 部，受け取って
ください．CBT アカウント用紙と計算
用冊子は指示開始まで受験者から見え
ないようにしてください． 
監督用資料(A4) 

 起動しないコンピュータ，プライバ
シフィルターの脱落などがないか確認
してください． 
 監督用資料を 1 名につき 1 部，受け
取ってください． 
 演習室の監督カメラの電源を入れて
録画ボタンを押して，録画を開始して
ください． 
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・CBT 実施要領 
・試験実施手順 
・試験監督者用座席表(数学) 
・出欠調査票(数学) 
・試験監督者用座席表(情報) 
・出欠調査票(情報) 
・個人アカウント冊子 
配布物(人数分) 
・個人アカウント用紙 
・計算用冊子(数学) 
・計算用冊子(情報) 

10:40 
(受験 
者入室 
開始) 

コンピュータが故障中など席に不具
合があるという申し出があった学生に
は， 
1.座席表は受験番号順に作成していま

す．その末尾の空いている使用可能
なコンピュータのある席に，順に着
席位置を指定してください 

2.受験番号を学生から聞き取り，試験
監督者用座席表の該当コンピュータ
の欄に記入してください 

3.移動先のコンピュータの番号を受験
者に伝えてください 
 

座席は指定です．事前に確認したコ
ンピュータの番号に対応する席に着席
させてください．わからない場合は座
席表を確認させてください．コンピュ
ータは操作しないよう指示してくださ
い． 

座席表に受験番号が無い場合，コン
ピュータが故障中など席に不具合があ
る場合は，教卓に行き試験監督者に申
し出るよう指示してください． 

受験者が教室入り口に滞留するの
で，座席表は同じものを複数掲示して
あるので，それを見るよう呼びかけて，
必要に応じて誘導してください． 

スーツケースなど大きな荷物を持っ
ている受験者がいれば，演習室の後方
などの試験実施の妨げにならない場所
に置かせてください． 
 

10:45 
(数学 
指示 
開始) 
入室 
限度 

下記の指示を読み上げてください． 
これから CBT 試験を実施します．

座席表の通りに，自分の受験番号に対
応する座席に座っていることを確認し
てください． 

座席のコンピュータは，指示がある

遅れて入室した受験者には座席表を
見せて，すみやかに自分の席に座らせ
てください． 

以下，随時巡回して，不具合のある
端末や，受験者が持ち込み禁止のもの
を置いていないか，確認してください． 
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時刻 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まで操作しないでください．試験の解
答以外の操作をすることはできませ
ん．ブラウザを全て閉じると，自動的
にシャットダウンしますので，操作を
間違えないよう注意してください． 

椅子の高さは，レバーを引いて変え
ることができますので，自分で調節し
てください．ディスプレイの高さは，
調節することはできません． 

試験室内の録画・録音・撮影は禁止
です． 

試験終了まで，退室することはでき
ません．試験時間中に気分が悪くなっ
た場合などは，静かに手を挙げてくだ
さい． 

試験中は，コンピュータの手元と試
験室の後方にビデオカメラを設置して
撮影・記録します．コンピュータ手元
のビデオカメラにさわったり，さえぎ
ったりしないようにしてください．ビ
デオカメラを故意に移動させたり，計
算用冊子で覆うなどした場合は不正行
為とみなされる場合があります． 

映像は，試験実施後に不正行為など
の疑義がないか，確認できた後に消去
します． 
 

受験票を出して，表面を上にして，
机の通路から見える位置に置いてくだ
さい．携帯電話・スマートフォン・ス
マートウォッチの電源を切ってくださ
い．時計はコンピュータのものを使用
します．置き時計を使用することはで
きません．腕時計は外して鞄にしまっ
てください． 

机には，受験票，鉛筆・シャープペ

椅子の高さ調整ができない受験者が
いれば，対応してください．レバーを
上に引いた状態で座ると下がり，腰を
浮かせると上がります． 

受験者の申し出や質問は，コンピュ
ータの操作に関すること，またはこの
実施要領に書かれていることのみ対応
してください．実施要領に書かれてい
ないこと，判断を要することには絶対
に回答せず，試験監督者を呼んでくだ
さい． 
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ンシル・ボールペン，消しゴム，ポケ
ットティッシュ，目薬以外のものを置
くことはできません． 

これら以外の荷物は全て鞄にしま
い，机の下の足元に置いてください． 

 
荷物の片付け完了を待たずに，下記

の配布開始に進んでください． 
これから，「個人アカウント」につい

て書かれた A4 の用紙を 1 枚と，計算・
下書きのために A4 の冊子を 1 冊，そ
れぞれ配布します．事前に送付した
CBT 体験用のアカウントとは異なり
ます． 

配られたら，まず表面に，受験番号
と氏名を記入してください．「注意事
項」「受験手順」が書かれていますので，
読んでください． 
 
 
 

配布が完了したら次の指示を読み上
げてください． 

個人アカウント用紙 1 枚に書かれて
いる受験番号と，自分の受験番号が一
致しているか確認してください．また，
計算用冊子 1 冊が手元にあるか確認し
てください．不都合のある場合は，挙
手してください．計算用冊子の追加配
布は行いません． 

これから，計算用冊子の「実施手順」
の 1 から 3 までの手順を行います． 

前方に表示されている共通アカウン
トのログイン ID「xxxxx」とパスワー
ドでコンピュータにログインしてくだ
さい．ブラウザの一番上のタイトルバ

 
 
 
 
 
 

手分けして，個人アカウント用紙と
計算冊子(数学)を配布してください． 
 個人アカウント用紙は，1 枚ずつ記
載しているログイン ID とパスワード
が異なります．受験番号に対応する受
験者に 1 人 1 枚，配布してください．
空席の場合も机に置いてください． 

机の上に規定外のものが無いか，鞄
は足元に置いてあるか，確認してくだ
さい．そのようにしていない受験者が
いれば，計算用冊子の記載内容に従う
ように伝えてください． 
 
 
 
 挙手した受験者がいれば，個人アカ
ウント用紙の差し替え，計算用冊子の
配布などの対応をしてください． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 挙手した受験者がいれば，半角/全角
キー，CapsLock キーなどが押されてい
ないか確認してください．口頭でキー
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(10:50) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(10:55) 

ーをダブルクリックして，ブラウザを
最大化して表示してください． 

座席のコンピュータの画面に表示さ
れている「同意事項」を読んでくださ
い．マウスを使用して，「同意」をクリ
ックしてください． 

うまくいかない人は，挙手してくだ
さい． 
 全員が共通アカウントを使用してロ
グインできていることを確認してか
ら，次の指示を行ってください． 
 
 次に，計算用冊子の「実施手順」の
4 と 5 の手順を行います． 

配布した個人アカウントのログイン
ID とパスワードをキーボードを使用
して入力し，CBT システムにログイン
してください．ログインできたら，「受
験上の注意」の欄にある「開始」をク
リックしてください．表示された内容
を確認してください． 

ログインできない場合は，挙手して
ください． 
 
 全員が個人アカウントを使用してロ
グインできていることを確認してか
ら，次の指示を行ってください． 
 それでは，「操作説明終了」をクリッ
クしてください． 
 

コンピュータの応答が無いなど，不
具合があった場合にはただちに手を挙
げてください．試験終了後の不具合の
申し出には一切対応することができま
せん． 

試験開始後は，試験問題に関する質

ボード上の配置の指示などをしてくだ
さい．代わりにタイピングすることは
行わないでください． 
 教室を巡回して，ログインできてい
ることを確認したら試験監督者にその
旨を伝えてください． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 教室を巡回して，ログインできてい
ることを確認したら試験監督者にその
旨を伝えてください． 
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問，および操作方法に関する質問は受
け付けません． 

複数のタブで表示せず，一問ずつ解
答してください．個別の小問の解答順
は，自分で選択することができます． 

コンピュータを一定時間操作しなか
った場合に，画面がロックされること
があります．その場合は，計算用冊子
に記載している共通アカウントのパス
ワードで解除してください． 

開始時刻まで待ってから，次の指示
を行ってください． 

11:00 
(数学 
開始) 

それでは，ブラウザの「ページ再読
み込み」のボタンを押した後に，「数学」
の欄にある「開始」をクリックして，
受験を開始してください．試験時間は
開始から 90 分です．終了時刻の目安
は 12 時 30 分です． 

 

 受験が開始できているか，巡回して
確認してください． 

(数学 
試験 
中) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試験中に「コンピュータが停止した」
「Web ページの反応が無い」等の申し
出があった場合は，その時間と，何問
目まで進めていたかを確認して記録し
てください． 
 ブラウザのタブ・ウィンドウの追加
表示で復旧できるようであれば，その
まま続けさせてください．(全て閉じる
と自動的にシャットダウンするので，
ブラウザの再起動はしないでくださ
い) 

コンピュータがフリーズした場合
は，空席に移動して再開させてくださ
い．時刻・中断時間と受験番号，移動先
の席を事故処理票に記録してくださ
い．時間の延長はしません． 

10 分未満の中断があった場合は，受

問題内容に関する質問には，絶対に
回答しないでください． 
 

お手洗いに行きたいという受験者が
いたら，演習室の外まで連れて行って
ください．外に出たら「スマートフォ
ンなどを持っていませんね?」と尋ねて
から，学生が演習室から出て角を曲が
り，お手洗いの方に向かうのを確認し
てください．(ついていく必要はありま
せん) 

戻ってきたら，静かに自分の席に座
るよう指示してください． 
 
【遅刻して入室してきた受験者がいた
場合】 

静かに受験番号を聞き取り，座席表
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11:15 
出欠 
調査 
 

験を続けさせてください．中断説明用
紙を提示して，内容を理解したら氏名
を書かせて回収してください．(中断時
間は記録しており，中断時間の影響を
点数に換算し，合否判定に使用します) 

10 分以上の中断があった場合は，中
断説明用紙を提示して，再試験と点数
換算のどちらかを選んで，氏名を書か
せて回収してください．再試験を選ん
だ場合は，全ての荷物を持って静かに
退室させてください．点数換算を選ん
だ場合は，解答を継続させてください． 
 

座席表を見て，欠席している受験者
の受験番号に×をつけてください． 
 適宜巡回して，不審な行動をとって
いる受験者がいないか確認してくださ
い． 
 

この時刻までに，座席表から出欠調
査票に転記を行ってください． 

を見て誘導・着席させてください．そ
の後，遅刻者の机に計算用冊子を置い
て，指示に従って受験を開始するよう
に伝えてください．受験を開始するま
で，不審な点が無いか見てください． 
 
【体調不良の申し出があった場合】 
 ○○○○○○○○に移動して休養す
ることができますので，本人の意思を
確認して連絡員に引き渡してくださ
い． 

試験中に帰宅することはできませ
ん．試験科目が終わるまで，○○○○
○○○○で休養する必要があります． 
 

12:20 
(開始 
80 分 
後) 

試験時間は，およそ後 10 分です．も
う一度，計算用冊子に氏名と受験番号
を記入しているか確認してください． 

解答が全て終了した人は，操作を行
わずに，静かに待機してください．試
験と関係のない操作をすることは禁止
です． 

 

12:30 
(数学 
終了) 
 
 
 

解答は終了しましたでしょうか．ま
だの場合は継続してください． 

終了した人は，キーボードとマウス
から手を離し，筆記用具は置いてくだ
さい．これから新たに解答することは
できません．「終了」をクリックした後

挙手や質問があれば，終了操作など
を確認してください． 

手分けして，座席を巡回して計算用
冊子，個人アカウント用紙を回収して
ください．それぞれ枚数を数えて，受
験者数と一致するか確認してくださ
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は，次の指示があるまで操作しないで
ください． 
 
 これから計算用冊子，個人アカウン
トの用紙を回収します．枚数の確認が
終わるまで待っていてください．他の
受験者と会話したり，鞄をさわったり，
席を立ったりしないでください． 

回収中に不審な点がないか見てくだ
さい． 
 
 次の科目は，12 時 40 分から指示を
行います．それまで，座席に座って静
かに待機してください．この時間中に，
お手洗い，ロビーで水分の補給などを
行うことができます．ただし，水筒ま
たはペットボトルなど水分の補給に必
要なもの以外を，鞄から取り出すこと
はできません． 

この時間中に，試験室内での飲食，
他の受験者との会話，試験室から物の
持ち出しや持ち込み，ごみの廃棄，携
帯電話やスマートフォン，タブレット
やノートパソコンを含む電子機器の取
り出しと利用はできません． 

また，コンピュータ手元のビデオカ
メラにさわったり，視界を遮らないよ
うにしてください． 

消しゴムのカスがあれば，机の端に
集めるなどしてください． 

い． 
確認後に，回収用の封筒に入れてく

ださい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次の科目までの時間中に，禁止事項
を行っている受験者がいないか，不審
な点がないか，演習室全体を分担して
見ていてください． 
 
 
 
 

12:40 
(情報 
指示 
開始) 
入室 
限度 

下記の指示を読み上げてください． 
座席のコンピュータは，指示がある

まで操作しないでください． 
机に受験票，鉛筆・シャープペンシ

ル・ボールペン，消しゴム，ポケット
ティッシュ，目薬以外のものを置くこ
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時刻 
 

とはできません． 
これら以外の荷物は全て鞄にしま

い，足元に置いてください． 
 

これから，計算・下書きのために A4
の冊子を 1 冊，配布します．配られた
ら，まず表面に，受験番号と氏名を記
入してください．「注意事項」「受験手
順」が書かれていますので，読んでく
ださい． 
 

A4 の冊子 1 冊が手元にあるか確認
してください．不都合のある場合は，
挙手してください．計算用冊子の追加
配布は行いません． 
 

コンピュータの応答が無いなど，不
具合があった場合にはただちに手を挙
げてください．試験終了後の不具合の
申し出には一切対応することができま
せん． 

試験開始後は，試験問題に関する質
問，および操作方法に関する質問は受
け付けません． 

コンピュータを一定時間操作しなか
った場合に，画面がロックされること
があります．その場合は，計算用冊子
に記載している共通アカウントのパス
ワードで解除してください． 
 

 
 
 
 

手分けして，計算用冊子(情報)を 1
人 1 枚，配布してください． 

机の上に規定外のものが無いか，鞄
は足元に置いてあるか，確認してくだ
さい．そのようにしていない受験者が
いれば，計算用冊子の記載内容に従う
ように伝えてください． 
 

12:45 
(情報 
開始) 

それでは，「ページ再読み込み」のボ
タンを押した後に，「情報」の欄にある
「開始」をクリックして，受験を開始
してください．試験時間は開始から 90
分です．終了時刻の目安は 14 時 15 分
です． 

 受験が開始できているか，巡回して
確認してください． 
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(情報 
試験 
中) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13:00 
出欠 
調査 
 

試験中に「コンピュータが停止した」
「Web ページの反応が無い」等の申し
出があった場合は，その時間と，何問
目まで進めていたかを確認して記録し
てください． 
 ブラウザのタブ・ウィンドウの追加
表示で復旧できるようであれば，その
まま続けさせてください．(全て閉じる
と自動的にシャットダウンするので，
ブラウザの再起動はしないでくださ
い) 

コンピュータがフリーズした場合
は，空席に移動して再開させてくださ
い．時刻・中断時間と受験番号，移動先
の席を事故処理票に記録してくださ
い．個人アカウント冊子の該当する受
験番号のページを提示して，ログイン
ID とパスワードを入力させてくださ
い．時間の延長はしません． 

数分以上の中断があった場合も，受
験を続けさせてください．学生から質
問があれば，中断時間は記録しており，
採点時の考慮を別途検討すると伝えて
ください． 

座席表を見て，欠席している受験者
の受験番号に×をつけてください． 
 適宜巡回して，不審な行動をとって
いる受験者がいないか確認してくださ
い． 
 
この時刻までに，座席表から出欠調査
票に転記を行ってください． 
 

問題内容に関する質問には，絶対に
回答しないでください． 
 

お手洗いに行きたいという受験者が
いたら，まず画面をロックさせてくだ
さい．演習室の外まで連れて行ってく
ださい．外に出たら「スマートフォン
などを持っていませんね?」と尋ねてか
ら，学生が演習室から出て角を曲がり，
お手洗いの方に向かうのを確認してく
ださい．(ついていく必要はありませ
ん) 

戻ってきたら，静かに自分の席に座
るよう指示してください． 
 

14:05 試験時間は，およそあと 10 分です．  
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(開始 
80 分 
後) 

もう一度，計算用冊子に氏名と受験番
号を記入しているか確認してくださ
い． 

解答が全て終了した人は，操作を行
わずに，静かに待機してください．試
験と関係のない操作をすることは禁止
です． 

14:15 
(情報 
終了) 
 
 
 

解答は終了しましたでしょうか．ま
だの場合は継続してください． 

終了した人は，キーボードとマウス
から手を離して，筆記用具は置いてく
ださい．これから新たに解答すること
はできません．「終了」をクリックした
後は，次の指示があるまで操作しない
でください． 
 
 これから計算用冊子を回収します．
計算用冊子の枚数の確認が終わるまで
待っていてください．他の受験者と会
話したり，席を立ったりしないでくだ
さい． 

回収中に不審な点がないか見てくだ
さい． 
 
 次の科目は，14 時 25 分から指示を
行います．それまで，座席に座って静
かに待機してください．次の科目は，
鉛筆・シャープペンシル・ボールペン
を使用しませんので，鞄にしまってく
ださい． 

この時間中に，お手洗い，ロビーで
水分の補給などを行うことができま
す．ただし，水筒またはペットボトル
など水分の補給に必要なもの以外を，
鞄から取り出すことはできません．  

この時間中に，試験室での飲食，他

手分けして，座席を巡回して計算用
冊子を回収してください．枚数を数え
て，受験者数と一致するか確認してく
ださい． 

確認後に，回収用の封筒に入れてく
ださい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次の科目までの時間中に，禁止事項
を行っている受験者がいないか，不審
な点がないか，演習室全体を分担して
見ていてください． 
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の受験者との会話，試験室から物の持
ち出しや持ち込み，ごみの廃棄，携帯
電話やスマートフォン，タブレットや
ノートパソコンを含む電子機器の取り
出しと利用はできません． 

また，コンピュータ手元のビデオカ
メラにさわったり，視界を遮らないよ
うにしてください． 

消しゴムのカスがあれば，机の端に
集めるなどしてください． 
 

14:25 
(非認 
知能力 
指示 
開始) 

下記の指示を読み上げてください． 
座席のコンピュータは，指示がある

まで操作しないでください． 
机にポケットティッシュ，目薬以外

のものを置くことはできません．筆記
用具は使用しません． 

これら以外の荷物は全て鞄にしま
い，足元に置いてください． 
 

コンピュータや Web ページの応答
が無いなど，不具合があった場合には
ただちに手を挙げてください．試験終
了後の不具合の申し出には一切対応す
ることができません． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

机の上に規定外のものが無いか，鞄
は足元に置いてあるか，確認してくだ
さい．そのようにしていない受験者が
いれば，対応するよう伝えてください． 
 

14:30 
(非認 
知能力 
開始) 

それでは，「ページ再読み込み」のボ
タンを押した後に，「非認知能力調査」
の欄にある「開始」をクリックして，
開始してください．実施時間は開始か
ら 15 分です． 

 開始できているか，巡回して確認し
てください． 

14:40 
(開始 
10 分 
後) 

実施時間は，およそあと 5 分です． 
回答が全て終了した人は，静かに待

機してください．関係のない操作をす
ることは禁止です． 

 

14:45 
(非認 

回答は終了しましたでしょうか．ま
だの場合は継続してください．終了し
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知能力 
終了) 
 
 
 

た人は，「終了」のリンクをクリックし
て，ブラウザを閉じてください．コン
ピュータは自動的にシャットダウンし
ます． 
 退室の指示があるまで，受験票など
の全ての持ち物を鞄にしまって，準備
をしていてください． 
 全員が実施を終了してていることを
確認してから，次の指示を行ってくだ
さい． 
 それでは，これで試験を終了します． 

 
 
 
 
 座席に忘れ物がないか，巡回して確
認してください． 
 

 
 


